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チェ・ジョンファ 「花  Welcome」

作品展示

すべて観覧無料・申込不要2018年3月9日（金）– 25日（日）

「花  We lcome」

1961年韓国ソウル生まれ、同在住。ベネチア・
ビエンナーレ2005では韓国館の代表に選ばれ
たほか、リバプールやシドニー、台北、リヨン
など世界中の芸術祭に参加している。また、
平昌（ピョンチャン）2018パラリンピック冬季
競技大会では、開会式・閉会式の美術監督を
務めるなど活躍の幅を広げている。近年参加の
主な展 覧 会に、さいたまトリエンナーレ
（2016）、ホノルル・ビエンナーレ（2017）、
東アジア文化都市 2017京都「アジア回廊 現
代美術展」（2017）などがある。

美術部門「花  We lcome」では、
韓国を拠点に国際的に活躍する現代アーティストのチェ・ジョンファを招へいし、
作品展示とワークショップ、アートディスカッションを行います。
チェ・ジョンファは、「芸術や文化は、限られた人々のものではなく、
だれにでも開かれている」ということを唱えており、日常生活のありふれたイメージや素材を使って、
見なれた場所に新たな光景と価値を生みだす作品を作っています。
今回は、風船やザル、プラスチック容器などを用いて、奈良市役所とならまちセンター、
そして市内各所を美術作品に変容させ、わたしたちの今の生活について見つめなおします。

一

ワークショップ「Happy Happy」

アートディスカッション
せ い せ い か つ か つ

「生生活活—生きることとアート」 PROFI L E

Choi Jeong Hwa

〔会場〕coto coto イベント・展示コーナー（ならまちセンター 1 階）／〔参加費〕5 4 0 円（ワンドリンク付）
〔ゲスト〕チェ・ジョンファ（アーティスト）、小山田徹（美術家、京都市立芸術大学教授）
〔進行〕西尾美也（美術家、奈良県立大学専任講師、奈良市アートプロジェクト「古都祝奈良」美術部門プログラムディレクター）
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会場 A｜奈良市役所  正面玄関ホール  

会場 B｜ならまちセンター
会場 C｜市内各所

土日祝休み。平日は 9時－17時まで

月曜日、3月22日（木）休館。火曜日から日曜日は 9時－19時まで

詳細は、奈良市HPや各種 SNSを随時ご確認ください。

月曜日休館

参加費無料・申込不要2018年 2月20日（火）– 3月8日（木）
10時 – 18時
〔受付場所〕ならまちセンター 3 階  会議室 1　※ご都合良い時間帯にお越しください  〔対象〕子どもから大人まで（小学生以下は保護者同伴）

カラフルなザルや容器、ペットボトル、風船など身近なものを使った作品を
市内各所に展示し、見なれた景色を一変させます。

二

参加費無料・申込不要2018年 3月25日（日）13時 – 15時

要申込 対象：中学生以上

〔場所〕ならまちセンター前  芝生広場  〔集合場所〕ならまちセンター 1 階  エントランス　※1 2 時 4 5 分集合
〔対象〕子どもから大人まで（小学生以下は保護者同伴） ※雨天時は館内での開催になります

大小さまざまなプラスチックのフタを自由に並べて、芝生広場の上に花をいっぱい咲かせます。

申し込み方法
メール、はがき、FAXに「アートディスカッション申込」、希望者数、住所、氏名、年齢、電話番号を明記し、
3月15日（木）までに下記事務局宛先へ。

2018年 3月25日（日）16時 – 18時

出展アーティストのチェ・ジョンファと、公共空間と対話をテーマに活動を展開する小山田徹をゲストに迎え、
今後の奈良におけるアートプロジェクトの可能性について議論します。

チェ・ジョンファ

※アート制作に使用するプラスチックの容器を集めています。詳細は下記事務局までお問合せください。

奈良市は 2016年、「東アジア文化都市」として、「古都奈良から多様性のアジアへ」をテーマにさまざまな事業を

行いました。中でもコア期間の「古都祝奈良」と題したアートプロジェクトでは、世界に誇る文化遺産を舞台に、

奈良が圧倒的な「場の力」を持つまちであることを内外に発信することができました。

奈良市アートプロジェクトでは、この「古都祝奈良」の趣旨を受け継ぎ、現代社会がもつさまざまな課題や事柄、

そして未来に対して奈良がなすべきこと、奈良だからできることを、現代のアートを通じて古都奈良を掘り下げて考

える機会とし、奈良に集う国内外の人びとと奈良で生活する人びとが共になって新たな価値の創造につなげていくこ

とをめざしています。
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アクセス

高校生によるオリジナル演劇「ならのはこぶね」は、
「東アジア文化都市 2 016 奈良市」の舞台芸術部門のプログラムとして制作されました。
同部門ディレクターで劇作家の平田オリザが監修し、劇作家の田上豊が
オーディションに合格した県内 21人の高校生と一緒に作り上げました。
ストーリーは、学校で奈良時代をテーマに劇を発表することになった現代の高校生が
タイムスリップして遣唐使船に乗るというもの。
16日間にわたるワークショップや稽古ののち、ならまちセンターで上演されました。
その様子はメディアでも取り上げられ、好評を博しました。

2016年に行われた「ならのはこぶね」とは

〒630 –8580 奈良県奈良市二条大路南 1丁目1–1
TEL: 0742–34 – 4942 / FAX: 0742–34 – 4728
E-mail: art@city.nara.lg.jp

奈良市役所
奈良県奈良市二条大路南 1丁目1–1／TEL : 0742–34–1111（代）

主催：奈良市アートプロジェクト実行委員会、奈良市／協力：奈良県立大学 地域創造学部 西尾研究室

お問い合わせ・お申し込み

申込方法

ならまちセンター
奈良県奈良市東寺林町38／TEL : 0742–27–1151

公演情報

劇作家・演出家・田上パル主宰　1983年熊本県
生まれ。桜美林大学文学部総合文化学科卒業。
2006年、劇団「田上パル」を結成。方言を多用し、
疾風怒濤のテンポと、遊び心満載の演出は
「体育会系演劇」とも評される。大学在学中に
ワークショップデザインを研究し、現在、教育
現場を中心に、創作型、体験型のワークショップを
全国各地で実施している。演劇部の嘱託顧問
や、総合高校での表現科目「演劇」の授業を
受け持つなど、教育現場での経験も持つ。
高校生、大学生とのクリエーション、リーディ
ング、市民劇団への書き下ろしなど、劇団外での
創作活動も展開。現在、富士見市民文化会館
キラリふじみアソシエイトアーティスト、青年団
演出部所属。
公式サイト：http://tanouepal.com/

一昨年の東アジア文化都市舞台芸術部門のディレク
ターをお引き受けする際にお願いしたのは、単なる
一過性のイベントだけではなく、奈良の財産となるよ
うな企画とさせてくださいという点でした。この中高
校生とのプロジェクトは、そのもっとも大事な財産の
一つです。一人でも多くの市民の皆さんに劇場にお
いでいただければ幸いです。

メール、はがき、FA Xに「ならのはこぶね申込」、希望者数、住所、氏名、年齢、電話番号を明記し、
3月15日（木）までに下記事務局宛先へ。後日入場ハガキを郵送します。残席に余裕があれば当日券を会場にて発行します。

〔出演者〕浅野花蓮、岡山弥美、河内侑美琳、匠夏歩、堤晴菜、中島萌、西村百可、野田菜摘、
林奈央、松岡夏来、宮井俊介、山口愛優理、吉田穂奈美　他

Facebook: www.facebook.com/naracityart/
Twitter : ＠naracity_art
Instagram: ＠naracity_art

上演時間 8 0分予定 入場無料／要申込／全席自由

PROFI L E

Yutaka Tanoue

田上豊

青少年と創る演劇「ならのはこぶね」
次代を担う若者が創作の過程を演劇のプロとともに経験することで、
創造する喜びを体感する「青少年と創る演劇」。
オーディションで選ばれた中高生が、
一昨年の2016年に上演されたオリジナル演劇「ならのはこぶね」に新しい演出を加え上演します。

2018年 3月30日（金）
14時開演（受付開始13時／開場13時 30分）
会場｜ならまちセンター  市民ホール

奈良市アートプロジェクト実行委員会事務局（奈良市役所 文化振興課内）

平城宮跡

奈良中央
郵便局

猿沢池

三条通り

ならまち大通り

近鉄奈良駅
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東アジア文化都市 2016奈良市の
舞台芸術部門ディレクターをつとめた

劇作家

平田オリザさん より


